
環境創造局

横浜の農畜産物と
地産地消の発信について
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郊外部再生・活性化特別委員会
令 和 ４ 年 ９ 月 2 0 日
環 境 創 造 局



（青葉区寺家町） （都筑区東方町）

（緑区新治町） （神奈川区羽沢町）2



（旭区下川井町）（瀬谷区瀬谷町）

（鶴見区北寺尾）（港北区新羽町）
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（金沢区柴町）（磯子区氷取沢町）

（戸塚区品濃町）（泉区上飯田町）
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港

横浜のイメージ

中華街

みなとみらい
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農家戸数 ３,４５１戸 （県内１位、全国145位/1,741市町村）

農業就業人口 ４,４８２人 （県内１位、全国73位）

農地面積 ２,８１５㌶ （市域の約７％）

農業産出額 約１１２億円 （県内１位、全国226位）

横浜の農業について

農家戸数、農業就業人口：農林業センサス２０１５（農林水産省）、農地面積：固定資産概要調書（令和３年）
農業産出額：平成 30 年産市町村別農業産出額（推計）」（農林水産省） 6



・ 市民が暮らす身近な場所に農地があり、
生産者と消費者の距離が近い

・ 直売用の少量多品目生産をしている生産者が多い

【メリット】

①旬の新鮮な農畜産物を購入できる

②生産者の顔が見えるため安心感がある

③消費者の声を直接聞くことにより、

生産者の意欲が高まる

④生産者と消費者のコミュニケーションが

広がることで、地域を元気にする

【留意すること】

①住宅地に近接しているため、農作業を

する際には、農地の周辺住民への配慮

が不可欠

②小規模かつ分散している農地で生産して

いる農家が多いため、生産量が限られ、

過大な需要には応えにくい

横浜の農業の特徴
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横浜の農業施策の推進

■横浜都市農業推進プラン2019-2023

■横浜みどりアップ計画[2019-2023]

■横浜市の都市農業における地産地消の
推進等に関する条例(平成26年度制定）
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農業の多様な役割を生かしながら、
「持続できる都市農業を推進する」、
「市民が身近に農を感じる場をつくる」
の２つの計画の柱を設定

１持続できる都市農業を推進する

２ 市民が身近に農を感じる場を
つくる（横浜みどりアップ計画）

横浜都市農業推進プラン
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農業施策の体系

１ 農業経営の安定化・
効率化に向けた農業振興

２ 横浜の農業を支える多
様な担い手に対する支援

３ 農業生産の基盤となる
農地の利用促進

⑤農業経営の安定対策
④農業の担い手の育成・支援

②都市農業の拠点づくり支援

⑥農地の貸し借りの促進

事業

⑦まとまりのある農地等の保全

①市内産農畜産物の生産振興

③生産基盤の整備と支援

施策計画の柱

計画の柱１

持続できる
都市農業を
推進する

高付加価値化 農地の基盤整備 新規参入者の増加 農地のマッチング10



農業施策の体系

事業施策計画の柱

２ 地産地消の推進

計画の柱２

市民が身近
に農を感じる
場をつくる

１ 農に親しむ取組の推進
①良好な農景観の保全
②農とふれあう場づくり

③身近に感じる地産地消の推進
④市民や企業と連携した
地産地消の展開

※計画の柱２は、横浜みどりアップ計画[2019-2023] に定められている農業施策

農景観の保全 収穫体験農園 横浜の農畜産物
を活用した商品

市民農園
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直売所の設置支援青空市・マルシェ・キッチンカーの出店支援

はまふぅどコンシェルジュ講座

地産地消の取組

はまふぅどコンシェルジュ
によるマルシェの開催

食と農のフォーラム
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横浜の農畜産物を活用した商品
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横浜の農家の主要な販路：直売所
横浜の多くの生産者は、個人やグループの直売所、ＪＡの直売所などで販売しています
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多様な市民農園

子どもたちを対象とした環境学習農園農家のアドバイスのもとで楽しむ
ことができる栽培収穫体験ファーム

農園付公園区画内を自由に耕作できる認定市民菜園

市民ニーズに応じた多様な市民農園を整備しています。
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農業・農地の多様な役割

横浜の農業・農地
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各区の主な農畜産物

区名 主な農畜産物

鶴見区 ナス、タマネギ、花苗など

神奈川区 キャベツ、レタス、ダイコンなど

西区 ―

中区 ―

南区 花苗など

港南区 ナス、ネギ、花苗など

保土ケ谷区 キャベツ、ネギ、ジャガイモなど

旭区 ダイコン、トウモロコシ、キャベツなど

磯子区 トマト、ナス、キュウリなど
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区名 主な農畜産物

金沢区 ミカン、トマトなど

港北区 カリフラワー、ナシ、トマトなど

緑区 ナシ、ブドウ、コマツナなど

青葉区 ナシ、米、コマツナなど

都筑区 コマツナ、ホウレンソウ、卵など

戸塚区 トマト、ナシ、肉牛・乳牛など

栄区 トマト、キュウリ、ナスなど

泉区 ナシ、豚、キャベツなど

瀬谷区 トウモロコシ、ウド、サツマイモなど

各区の主な農畜産物
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旬のカレンダー
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食や農に関する広報

区役所が作成している直売所マップ（10区）、環境創造局が作成している果樹園や
花の直売マップの配布のほか、収穫体験農園の情報などについて、横浜市のホー
ムページ等で市民の皆様に広くお知らせしています。
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食や農に関する広報
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収穫体験のできる施設の設置に
助成（補助率 50%）
いちご、梨、柿、無花果、葡萄、
キウイ、トマトなど

収穫体験農園

イチゴ ブルーベリー ブドウ

タケノコトマトサツマイモ

農家の収穫体験農園の開設を支援して、
市民の皆様に楽しんでいただく場を増やしています。
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マスメディアにおける横浜の農（地産地消）関係の
プロモーションについて

郊外部再⽣・活性化特別委員会
令 和 ４ 年 ９ ⽉ 2 0 ⽇
政策局シティプロモーション推進室

1



シティプロモーションにおける農（地産地消）の発信

政策局では、総合的な都市の魅⼒をプロモーションし、“横浜とい
う街”への興味関⼼をかき⽴て、「訪れたい」「住みたい」「ビジネ
スしたい」と思っていただけるよう発信を⾏っています。
その魅⼒を構成する要素として、農（地産地消）という切り⼝につ

いても、環境創造局から様々な情報を得て、メディアへ向けた情報発
信を⾏い、市内外に横浜の農について知っていただく取組を⾏ってい
ます。

※主な取組 １ フリーパブリシティの取組
２ 18区丼とメディアとの連携コーディネートについて
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１ フリーパブリシティの取組

横浜の魅⼒を発信し、横浜ブランドイメージの向上及び横浜への来訪意欲
の喚起のため、ＰＲ会社を通じて、横浜の魅⼒発信につながる情報をテレビ
やウェブメディアへ取材・掲載できるように企画提案を⾏い、露出の獲得を
⽬指します。
※必ずしも取り上げられるわけではなく、相⼿⽅とニーズがマッチした場合のみメディア露出の獲
得ができます。

横浜市
広報戦略・プロモーション課 ＰＲ会社 メディア 視聴者

連携 取材アプローチ取材調整

各施設
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令和３年度

ターゲットを30歳前後の⼥性と設定し、「横浜で⾮⽇常、横浜⽇帰り旅」をテーマにWEBメディア5媒体を招致。
象の⿐テラス、開光庵、⾚レンガcaféクルーズ等を紹介。
その中の⼀つとして、市内及び県内の⾷材を使⽤した地産地消の料理を紹介。

メディアツアー（フリーパブリシティの企画の１つ）

ウェブメディアを招致して、横浜を巡るメディアツアーを実施
横浜市のブランドエッセンスを体感してもらう内容のプレスツアーを企画して
記事掲載につなげます。
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令和３年度実績

【種別】
番組名/媒体名

放映日・
掲載日

内容

ウェブ
（ツアー参加媒体）

るるぶ＆more
（他２媒体転載）

2021/12/14 「横浜で⾮⽇常、横浜⽇帰り旅」をテーマにプレスツアー
を実施。
象の⿐テラス、開光庵、⾚レンガcaféクルーズ、MARINE＆
WALK YOKOHAMA等を紹介。
その中の１つとして、横浜の⼤さん橋にあるイタリア料理
店「サブゼロ」を巡り、市内及び県内の⾷材を使⽤した地
産地消の料理を紹介。

CREA WEB
（他５媒体転載）

2021/12/11

TABIZINE
（他４媒体転載）

2021/12/11

Hanako.Tokyo
（他８媒体転載）

2021/12/25

ウレぴあ総研
（他７媒体転載）

2022/2/26

テレビ テレビ朝⽇系列
料理番組

2021/11/14 都筑区の農家でサトイモをフォーカス。
旬の産地ごはんというタイトルで放送。

テレビ朝⽇系列
料理番組

2022/3/5 『家族で守る“愛情”江⼾前海苔』として
⾦沢区にある忠彦丸の海苔養殖の収穫から加⼯まで紹介。

テレビ朝⽇系列
料理番組

2022/3/27 ⼾塚区の農家でいちごをフォーカス
旬の産地ごはんというタイトルで放送。
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令和４年度（年２回実施：１回⽬７⽉ ２回⽬：11⽉予定）

ターゲットを30歳前後の⼥性と設定し、その層を読者にもつWEBメディア７媒体を招致。
『横浜“プチ・リトリート”（癒し）』をテーマに、１⽇を巡るツアーを実施

店産、店消がコンセプトのカフェ
「ICONIC STAGE cafe」でビルの中で栽培した
ハーブや野菜を使⽤した料理を紹介

TSUBAKI⾷堂で横浜産お野菜をふんだんに使ったお料理を堪能
ヘルシーな⾷事で体もリトリート

メディアツアー（フリーパブリシティの企画の１つ）
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令和４年度実績 （９月１日現在）
【種別】

番組名/媒体名
放映日・
掲載日

内容

ウェブ
（ツアー参加媒体）

TABIZINE
（他５媒体転載）

2022/7/31 「横浜でプチ・リトリート」をテーマにプレスツ
アーを開催。
横浜イングリッシュガーデン、ランドマークスパ、
S/PARK、えの⽊てい、横浜媽祖廟、SUITAKU等を紹介。
その中の１つとして、東⽩楽にある「店産、店消」
がコンセプトのカフェ「ICONIC STAGE cafe」を巡り、
ビルの中で⽔耕栽培したハーブや野菜を使⽤した料
理を紹介。
また、横浜市役所内の商業施設「ラクシス フロン
ト」にあるTSUBAKI⾷堂にて、横浜産の野菜や畜産物
を使った、地産・地消にこだわるメニューを紹介。

るるぶ＆more
（他３媒体転載）

2022/8/1

Hanako.Tokyo
(他６媒体転載）

2022/8/11

ことりっぷ
（他５媒体転載）

2022/8/14

マイナビウーマン
（他10媒体転載）

2022/8/18

CREA WEB
（他７媒体転載）

2022/8/27

ウレぴあ総研
（他１媒体転載）

2022/8/29

テレビ フジテレビ系列
情報番組

2022/5/2 JERA横浜⽕⼒発電所の⽕⼒発電を活⽤したイチゴ狩
りとして、鶴⾒にある「横浜ストロベリーパーク」
を紹介。
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２ 18区丼とメディアとの連携コーディネートについて

環境創造局農業振興課と市内飲⾷店がコラボして進めている、各区の⾷材を使⽤した18区丼の取組を、
メディアへつなぎ、コラム記事をウェブ上で配信するなど発信⼒を⾼めました。

実施店舗：TSUBAKI⾷堂（横浜市庁舎２階）/よこはまグリーンピース
コラム掲載メディア：横浜LOVEWalker（ウェブ）
取組内容：横浜野菜・地産地消をコンセプトとして、横浜市にある18区に対して、1ヵ⽉に1区をフォーカスし、

⽉の前半後半に分けて、それぞれの区で採れた⾷材を「丼」に仕⽴てて提供する「18区丼」という
取組。（令和３年６⽉〜令和４年８⽉までの全28回連載）

ウェブ記事キャプチャ
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